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都市ごみ焼却残藩の安定化

＿コンクリート固型化物等における重金属の溶出性〟

丹野　幹雄　清水　典徳

要　　　旨

都市ごみ焼却処理施設の焼却残直のコンクリート固型化物等について，1年間の純水による浸清

美験を行い，それらに含まれる重金属類の溶出性を検討した0

その結果，コンクリート固型化物の浸潰液のpHは・浸清開始初期からいずれもアルカリ性を

示し，時間の経過に伴って上昇する傾向があった0

また，CdやC描の酸性で溶出し易い重金属の溶出防止効果が認められたが，強いアルカリ性

で溶出し易い金属，特にCr6＋の溶出が一部にみられた0これらのことから，重金属の溶出に関

しては，固型化前の試料ばかりでなく，コンクリート固型化物についても，浸漬液のpHの影響

が極めて大きいことが明らかとなった0

1　はじめに

都市ごみ焼却残連中には，種々の重金属が含まれて

ぉり，それらの埋立処分に際してはI重金属の溶出に

ょる周辺環境の汚染が起こらないように考慮すること

が重要である。

これらの焼却残虐の埋立処分に閲し，「廃棄物の処

理及び清掃に関する法律」では，時に重金属の溶出に

っいての規制はないが，最近ではコンクリート固型化

した後に埋め立てする施設が増加しつつある0焼却残

壇は，セメントのほか，アスファルト，プラスチック

などによって固塑化させるか，あるいは高温で焼結，

溶融固化する方法がある0県内の施設では，おおむね

セメントを用いて画型化しており，その施設の割合ほ

全体の数％である。また，これらの大部分の施設では，

案じん灰のみを固型化している0一般的に固型化処理

は安定性や衛生面での向上に役立つなど，埋め立てす

る前の処理としては有効な方法とみられているが，重

金属の溶出など環境汚染の面ではまだ疑問視されてい

る。

このような状況にあることから，筆者らは，現在県

内でコンクリート固型化処理を実施している施設の固

型化物等について，それらに含有されている重金属類

の溶出状況をみるために，1年間・浸潰実験を行った0

その結果，若干の知見を得たので報告するロ

2　方　法

2・1対象施設の概要と固型化の状況

実験の対象とした施設ほ，コンクリート固型化して

いる3施設（A，B，C）である0これらの施設の概

要および固型化の状況などは，それぞれ衰1および2

蓑1施設の概要

　 施 設

摘 要
Å B C

規毒莫（け日） 3　0　0 8　0 1 3 0

処理 方式

排

全盛徒然焼式 虐連続燃焼式 全盛疑燃焼式

ストーカ申 流動床炉 スト¶力炉

l l l

ポ　イ　ラ ガス冷却室 水噴射装置

ガ l l l

反応塔（半乾式）電気乗じん裳置 電気集じん装置

ス l

乾式茹膚浄垂直

l i

誘引遺風樽 集じん装置

の

虎

れ

（生石灰） t ！

l

誘引二遺風機

煙　突 脱硝反応塔

l

捷 l突 誘引送風祷

壇‡実
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表2　試料および固型化の状況

施　　 設 A B C

試　　 料 電気案 じん灰 電 気集 じん灰 焼却灰＋反応集じん灰

固型化 装置 混 練 造 塊 楼 皿 形 遺 拉 積 ナlけ7ト　成形機

セメント割合 セメント約27％ セメント 12　％ セメント15 ％

形　　 状 無定型 大小のビー玉型 豆炭型

（区＝写真参串） （図 1写真参照） （図 1写真参照）

に示した。なお，これらの施設のはか，案じん灰を加

湿処理している施設（D）も参考として実験した。こ

のD施設は全連続燃焼式で，180t／日の焼却規模がある。

排ガスは洗煙シャワーを通った後マルチサイクロンと

電気集じん器で集じんされている0これら集じんされ

た床はともに単に水を加えただけの処理であるがセメ

ントの成分が多いためか無定型の固まりとなっている0

次に，これらの試料の形状は図1の写真に示した。

賢儲艶琴窟
．・√÷

章

嶺掛　塩野

図1試料の形状

試料A～Dのうち，コンクリート固型化したA～Cの

3試料はともに硬いが，D施設の試料は軟らかく，指

で摘んでやや力を加えると容易に崩れる0

また，固型化した3試料の浸潰実験開始までの養生

期間は，それぞれ4か月，1か月，4か月である□なお・

D試料は1年4か月前に採取した後，ビニール袋に保

管してあったものである0

2・2　浸漬実験方法
コンクリート固型化前の試料は，均質になるように

混合し，また，固型化した試料については粉砕せず有

姿のまま，1試料につき60～90gをそれぞれ9個広口

ポリビン（1リットル）に計り取り，これに採取量の

10倍量の溶媒（蒸留水）を加えて軽く振り，実験室内

に静置した。浸清閑始から1時間，6時間，1日，7日，

14日，1か月，3か月，6か月，12か月間経過した衡各

試料をそれぞれ1〃mのGFPでろ過して検液とした0

2・3　分析方法
ろ過後の浸潰液は工場排水試験方法（JISE・0102）

により，固型化前後の固体試料は底質調査方法Ⅰ）に準

じてCd，Pb等8種類の重金属を分析した0

3　結果および考察

3偶1達意実検後の固型化物の形掛こついて

各回型化物の痩凄開始3か月後の形状を観察したと

ころA施設の固型化物は既に形が崩れて元の姿を留め

ていなかった。また，B施設の固型化物は完全な形で

そのままに保たれていたが，その表面に白い結晶が付

着していた。この結晶を回収してⅩ繰回折装置並びに

蛍光Ⅹ線分析装置で分析した結果，カルシウムが主成

分であることは確認できたが，どのような化合物かは

特定できなかった0次に，C施設の固型化物はB施設の

場合と同様，何の変化も認められなかった0

また，D施設の加湿処理してできた固形軌ま，やや

崩壊しかけていたが，形はA施設の場合よりはるかに

明確であった。なお，この固形物の表面にB施設のも

のと類似の透明な結晶がみられたため，この結晶をB

の場合と同様にⅩ線回折装置等で調べたところ，硫酸

ヵルシウム（CaSO4・2H20）であることがわかった0

次に，浸潰開始1年後の彰状を園1の写真に示すo

A～Cの3施設の固型化物のうち，A施設の固型化物の

み崩壊したが，他の2施設のものにはほとんど変化が

みられなかった。

なお，浸濱1年後のA施設の固型化物の写真では変

化がないようにみえるが・これは，ろ過後の残虐物が

乾燥し，固まったものである。
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表3　A施設の試料の分析結果

元　 素 摘　 要
ロ 2 3 4 5 6 7 8 9 含 有 量 溶 出量 ＊

1b 6†l 1 日 7 日 14 日 1ケ月 3ケ月 6ケ月 12ケ月 喝 ／ kg 曙 ／ 戌

浸 演 液 固 型 化 前 6 ．6 6．5 6．7 6．8 6－6 9．6 10．3 10 ．3 10 ．3 7．1

pH ／／ 後 10 ．0 10．1 10．7 11．4 11．6 11．7 11．9 11．9 12 ．2

C d

固型 化 前 6．1 8．7 9．9 8．7 5．2 0 ．3 0 0

0

0

0 250

150

0．013

溶 出 率 ％

固 型 化 後

24．4

0

0

34．8

0

39．6

0

34．8

0

20．8

0

0

1。2

0

0

0

0

0

0．05

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0

P b

固 型 化 前 7．9 14 13 3．7 4．1 0 0 0　　　 0 7 ，900 1．3

溶 出率　 ％ 1．00 1．77 1．64 0．47 0．52 0 0 0　　　 0 0．20

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 2．9 0．22　 0．62 6，400

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0．45 0．03　 0．10

Z n

固 型 化 前

溶 出率 ％

固 型 化 後

34

1．62

44

2，10

46

2．19

25

1．19

23

1．10

0．06

0．00

0．42

0．02

0．46

0．02

0．74

0．04

21，000

0 0 0 0 0 0．22 1．7 0．67 1．9 16 ，000

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 ．01 0．11 0．04 0．12

C u

固 型 化 前 0．48 0．79 0．3 1 0．13 0．04 0 0 0 0 1，700

1，300

溶 出 率　 ％ 0．28 0．46 0．18 0．08 0．02 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F e

固型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18，000

15，000

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M n

固 型 化 前 0．09 0．12 0．12 0．10 0．07 0 0 0 0 1，500

1，600

溶 出率　 ％ 0．06 0．08 0．08 0．07 0．05 0 0 0 0

固 型化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

N i

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 65

65

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C r

固型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500

350

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0．24 0．41 0．35 0．47

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0．69 1．17 1．00 1．34

注）測定値の単位：喝／ゼ、測定値の0は定量限界値（表7）以下を示す0
＊：環境庁告示13号による溶出試験
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表4　B施設の試料の分析結果

元　 素 摘　 要
ロ 2 3 4 5 6 7 8 9 含有 量 溶 出量 ＊

1h 6h 1 日 7 日 14 日 1ケ月 3ケ月 6ケ月 12ケ月 曙 ／kg 喝 ／ 麿

浸 潰 液 固 型 化 前 12．1 11．6 11．6 10．9 10 ．9 11．0 10 ．8 10 ．9 10 ．9 11．0

pH ／／ 後 10．0 10．4 10．5 10．9 11．0 11．2 11．1 11．1 11．6

C d

固型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6．1

0．5

0

0

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0

P b

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 1，500

6 1 0

0

0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Z n

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0．73 0．28 2．8 5，600

4，200

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 ．13 0．05 0．50

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 ．04 1 0 ．49 3．7

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0．01 0．12 0．88

C u

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2，700

2，700

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固型 化後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F e

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1，000

4 0 ，000

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0．2 1

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0．01

M n

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1，600

1，600

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

N i

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0

8 8

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 イヒ後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C r

固 型 化 前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 0

3 2 0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固 型 化 後 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注）測定値の単位、測定値の0および＊印はA施設のものと同じ0
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表5　C施設の試料の分析結果

元　 素 摘　 要
由 2 3 4 5 6 7 8 9 含有量 溶出量†

1h ・6b 1日 7日 14日 1ケ月 3ケ月 6ケ月 す2ケ月 mg／kg 喝／ ゼ

浸潰液 固型化前 12．0 10．8 10．6 10．3 10．2 10．7 12．2

pH ／／ 後 11．4 11．8 11．9 11．9 11．9 12．3

C d

固型化前 0

0

0

0

0 0 0 0 ＝ 0．5 0

0溶出率　 ％ 0 0 0 0

固型化後 0 0 0 0 0 0．5

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0

P b

固型化前 0 0 0 0 0 0 2，000 0．24

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0．12

固型化後 0 0 0 0 0 0 1，800

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

Z n

固型化前 0 0 0 0，60 0．23 1．1 1，400

溶出率　 ％ 0 0 0 0．43 0．16 0．78

固型化後 0 0 0 0．10 0．39 0．92 1，100

溶 出率　 ％ 0 0 0 0．09 0．35 0．84

C u

固型化前 0 0 0 0 0 0 3 10

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

固型化 後 0 0 0 0 0 0 410

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

F e

固型化前 0 0 0 0 0 0 9，900

2 1，000

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

固型化後 0 0 0 0 0 0

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

M n

画聖化前 0 0 0 0 0 0 400

460

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0 O l　n

固型化後 0 0 0 口 0 0

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

N l

固型化前 0 0 0 0 0 0 26

51

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

固型化後 0 0 0 0 0 0

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

C r

画聖 化前 0 0 0 0 0 0 150

190

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

固型化後 0 0 0 0 0 0

溶出率　 ％ 0 0 0 0 0 0

注）測定値の単位、測定値の0および＊印はA施設のものと同じ0
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表6　D施設の試料の分析結果

冗　　 素
8 2 3

1 日

4

7 日

5

14 日

6

1ケ月

7

3ケ月

8

6ケ月 1

9

2ケ月

含有 量

曙 ／／短

溶 出量 ＊

mg ／ ゼ

浸 漬 液　　 PH

1b

6．5

6b

6 ．4
6．4 6．7 6．5 6．5 6．1 6．1 6．1 6．6

C d

曙 ／ 彪

溶 出率 ％

6．5

21．7

9．0

30 ．0

13

43．3

16

53 ．3

20

66 ．7

22

7 3．3

22

73．3

19

63．3

18

60．0

300 20

66 ．7

P b

曙 ／ ゼ 8．3

1．1

17 20

2．7

12 5．6

0．77

3．1

0．42

1．9

0．26

0．22 0．31 7，300 4．6

溶 出率　 ％ 2．3 1．6 0 ．03 0．04 0 ．63

Z n

喝 ／ ゼ 270 46 62 68 66 580 330 230 240 21，000

溶 出率　 ％ 12．9 2．19 2．95 3．24 3．14 27．6 15．7 11．0 11．4

C u

曙 ／ ゼ 0．13 0．18 0．22 0．18 0．26 0 ．39 0．39 0．41 0．30 2，200

溶 出率　 ％ 0．06 0．08 0．10 0．08 0．12 0．18 0．18 0．19 0．14

F e

曙 ／ ゼ 0 0 0 0 0 l O 0 0 0 3．700

溶 出 率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

M n

皿g ／ ゼ

溶 出率 ％

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0．08

0。47

0．8 1

4．76

1．3

7，65

1．6

9．41

170

N i

mg ／ 戌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C r

Ⅲg ／ 虜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 350

溶 出率　 ％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注）測定値の単位、測定睦の0および＊印はA施設のものと同じ0
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3・2　浸漬液のp目について

各試料の固型化前と固型化後の是清液のpH値を蓑

3～6に示した。

固型化前の夜着液の初期のpH値は6．5～12・1の範囲

にあり，試料問に差がある。また，これらのpHは，

時間の経過とともに上昇あるいは下降するなどの変化

が認められる。A施設の試料では，浸潰当初のpH値

は6のオーダーであったが，1か月経過した後は10に

上昇した。BおよびC試料の場合，1週間後にはpH値

が約12から11に下がって一定になった。

固型化物の場合のpE値は，3試料とも浸潰当初から

10あるいは11以上あり，すべてアルカリ性を示した○

これは，固型化前の試料を浸潰したときpHが低い値

であるA試料の場合でも，固型化するとアルカリ性を

示すことから，添加したセメントからCa等のアルカ

リ成分が容易に溶け出してくるためとみられる。なお

このことば，小林ら2）の下水汚泥のコンクリート固化

物の浸潰実琵如こおいても，同様の結果が得られている0

また，これら固型化物の浸潰液のpfIは，いずれも日

数の経過とともに徐々に上昇する傾向があった。

一方，D試料の浸潰液のpHは，3か月後から若干減

少するものの，pH値が6のオーダーではとんど変化を

示さなかった。

3－3　浸蓑液中の重金属濃度と経時変化

浸潰疲中の8種類の重金属の分析結果をp王王と同様

表3～6に示した。

3・3・1　A施設

A施設の固型化前の試料から溶出した金属はCd，

Pb，Zn，CuおよびMnの5種類である。これらの金

属はZnを除きほぼ1か月間溶出したが，その後は全

く検出されなかった。Znは1か月後も引き続き溶出

したが，その値は極めて小さくなった。

一方，固型化物から溶け出した金属はPb，ZBおよ

びCrの3種類で，これらはすべて1～3か月後から

溶出し始めており，浸潰初期では溶出防止効果が認め

られた。なお，Fe，N主は固型化前後のどの試料からも

溶出しなかった。

固型化前の試料のうち，溶出濃度が最も高かった金

属はZnで，14日冒までは23～46喝／彪の値を示した0

次にPbとCdがこれらより1桁低く，Cu，Mnは更に

低い値であった。

溶出率が高かった金属はCdで，浸清閑始1時間後

では約24％に，また，1日後では約40％の最大値に達し

た。濃度で最も高かったZnの溶出率は1～2チ占で低く，

MnとCuはこれより1桁低い値であった。Cdの場合，

浸潰初期のpEの低い時期に極めて溶出し易いことを

顕著に示している。固型化前の試料で溶出したどの金

属も，14日目までは目立った濃度の変化はみられない

が，約1か月後からは大幅に低くなるかあるいは全く

検出されなくなった。

固型化物で溶出濃度の全体的に高かった金属はCr

で，このCrは1年後の値が最も高くなっている。溶

出率でもCrが最も高かった。また，Pb，Zn，Crのど

の金属も1か月から3か月に掛けて若干溶出率が増加

しているはかは著しい変化はみられなかった0

3・3・2　BおよぴC施設

A施設と同様に，表4のB施設について浸潰液中の

溶出状況をみると，Znが3か月後から低い値で溶け出

し始めたのが目立ったほかは，Feが痕跡程度検出され

たのみであった。なお，Znの溶出濃度は，固型化前の

試料ばかりでなく固型化物も同様に日数の経過に伴っ

て，著しく高くなっている。

次に，表5のC施設についても，B施設の場合と同様

に，Znが3か月緩から徐々に溶け出し始め，1年後の濃

度が最も高くなっているQその他の金属は，すべて表

7に示した定量限界値以下であった0

蓑7　定量限界値

元　 素 曙／ ゼ

C d＊ 0．005

P b＊ 0．05

Z n＊ 0．01

C u＊ 0．01

F e 0．1

M n 0．05

N i 0．05

C r＊串 0－1

庄）＊・虐媒（MIBK）抽出
＊＊　高温ハーナ一便用

3・3・3　ロ施設

表6のD施設の試料では，A施設の固型化前の試料

の場合と全く同種の金属（Cdなど5種頸）が溶出し

た。これら5種類の金属は，A試料ではZnを除き1か

月後から溶出しなくなったのに対して，D試料ではMn

の浸潰初期を除いて1年間の実験期間中すべて溶出し

た。
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これらの金属のうち，Znの濃度は最大値が580mg／忍，

最小値でも46曙／ゼと全般的に高かった。そのはか，

Cd以下Pb，Cu，Mnの）掛こ濃度ほ高いが，これはA

施設の固型化前の浸潰開始後14日頃までの場合と一致

している。ただ，Mnが3か月後からCuより高い値で

溶け出しているといった違いがみられる。

また，溶出率では，CdとZnが目立って高い。特に

Cdは浸清閑始7日後からは約50％を越え，更に1～3

か月後では約73％に達している。

次に，経時変化の顕著な金属はPbとMnであるo

Pbでは，時間の経過に伴い濃度の低下が著しい。こ

れは吸着や共沈作用などによると考えられる。一方，

Mnでは，浸漬開始3か月後からは溶出濃度が大幅に

増加しているため，浸潰1年後も更に溶出が続くと同

時に，溶出率も上昇することが予想される。

3・4　固型化前後の試料の重金属含有量につ

いて

各試料の重金属含有量の分析値を表3～6に示した0

固型化前後の含有量を単純に比較してみると，A施設

では，固型化前の試料が固型化後のものより濃度が高

いか又は同じである重金属は，Mnを除いて7種類あ

り，B誌料では8種類すべて，またC試料では逆に3種

類と少なかった。これらの固塑化前後の濃度差の大き

いものはA施設のCd，B施設のCdおよびPb，さらにD

施設のFeおよびNlなどである。これらの結果からは，

コンクリート固型化することにより重金属頸の含有率

がどう変わるかは明確ではないが，セメントの療カロに

ょるためかやや固型化後の方が低くなる傾向がうかが

える。

3・5　重金属の溶出とpHの関係について

各施設の国型化前後の試料から溶出した金属につい

て，その溶出状況とpHの関係について考察を試みたo

A施設の固型化前の試料では，産着開始後約半月問

経過するまでは浸清盛のpI‡値が6．5～6．8であるが，

一方，3か月経過した後はすべて10，3となり大きな開

きがみられる。前にも触れたように，pH値6t5～6・8

ではCdなど5種類の金属がそれぞれ特に大きな濃度

変化もなく多量に溶出しているが，pH値10・3になっ

てからは全く溶出しなくなっている。これほ，pH値

の約10付近が極めて溶出しにくい領域である3・4）こと

を顕著に示している。

また，固型化物では，浸潰当初からpH値が10以上

あって溶出しにくい状況にある。しかし，浸着3か月

後にpH値が強いアルカリ性に変わって始めてPb，

ZnおよびCrが溶出してくる。このような溶出状況は，

固型化前の試料ばかりでなく固形化物についても浸潰

液のpHの影響が極めて大きいことを示している0な

お，この場合のCrはほとんどがCr6十であった。溶出

液が強アルカリ性でCr6十が溶出するという報告4‾6）

は数多くみられる。

コンクリート固型化において，溶出防止が困難な重

金属の一つとしては，Cr6十があげられている7）○有

馬8）は，セメント系材料による固型化は，アルカリ領

域で進行するため，3価クロムも6価に酸化される傾

向にあると推定している。当実験の場合もこれに該当

していると考えられる。しかし，C施設の固型化物の

浸潰液の場合は，高いpHにもかかわらずCr（Cr6十）

は検出されていない。この理由は明らかではないが，

ただ，C施設の固型化物はA施設のものよりもセメン

ト割合が少ないことや，浸清閑始1年後でも崩壊して

いないなどの違いがあることから，固型化対象試料の

性状の違いのほか，固型化の方法の相違などが少なか

らず関係があると考えられる。

なお，このセメント割合に関しては，スラッジに対

するセメントの混合量の多い固化体ほどセメントから

のCaの溶出により，溶出液のpHが高い値を示す傾向

がある。り）しかし，このことば固型化物の対象が異

なっても同様であることから、重金属の溶出の面から

もセメント混合比の検討が大切であると思われるロそ

れと同時に，セメント中にもCrが含まれていること

から，セメントからのCr6＋の溶出についても考慮す

る必要があると思われる。

次に，BおよびC施設の場合は，固型化前の試料で

も浸潰液のpHがすべて10以上のアルカリ性である0

このためか，Znが少量溶出したほかは他の金属は全く

検出されていない。

一方，D施設の場合は，浸漬菜験期間中のpH値の平

均が6．3±0．21と弱い酸性である。したがって，この

pH領域でも溶出し易いCdなど5種類の重金属が溶け

出しているものと思われる。CrはA試料と同程度含

有しているが，全く溶出せず，直感液のpHの影響が

顕著である。なお，この試料は，粉体の飛散防止効果

はあるものの，加湿処理して固まったことによる重金

属の溶出防止効果はほとんどないものと推定される。

最後に，環境庁告示13号による溶出試験方法1日）で

行ったCdとPbの結果も蓑3～6に付記した0この方
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法によって得られた各溶出液のpH値と当浸潰実験に

ょる浸潰液のpH値がおおむね同じ値になる経過時期

をみると，AあるいはD試料についは，CdとPbがとも

に浸清閑始後14日～1か月になっている。一方，Bお

よびC試料では，浸清閑始後数時間で告示13号による

溶出液のpE値に達するとみられる0

また，これらp王王値を対比させたときの両方法によ

る溶出液の重金属濃度のオーダーも類似していた0

なお，固型化前の試料について実施したCdおよび

Pbの告示13号による溶出試験値は，A～C試料ではCd

およびPbがともに埋立処分に係る判定基準値（Cd：

0．3mg／g，Pb：3mg／戌）を満たしていたが，口試料で

は両金属とも基準値を超えていた。また，当浸漬菜験

の場合も同様に，A（固型化前），D両試料のCdおよ

びPbの溶出濃度は，浸潰開始直後からほぼ1か月間

基準値を超えて溶出していた。

ま　と　め

都市ごみ焼却残査のコンクリート固型化物等の浸清

美験を行い，重金属賛の溶出性を検討した。その結果

次のような知見を得た。

11年間の浸着実験終了後は，3試料の固型化物の

うち1試料は崩壊したが，他の2試料の形状にはほ

とんど変化は認められなかった。ただし，崩壊しな

かった1試料の表面にCaが主成分の白い結晶がか

なり付着しているのが認められた0

2　固塾代前の試料における浸潰初期の液のpHは弱

酸性～強アルカリ性であり，試料間に差がみられた。

また，これらのpH払時間の経過とともに上昇あ

るいは下降するなどの変化が認められた0

一方，固型化物の場合のpHは　いずれも浸潰当

初からアルカリ性を示し，浸演目数の経過に伴い

徐々に上昇した。また，これらの浸濱液のpEは，

約1か月間で強いアルカリ性になることがわかった0

3　固型化前の試料から，浸濱実験期間中CdやPb，

znなどが溶出したが，固型化物からは浸潰初期で

はこれらの金属は全く溶出せず，固型化による溶出

防止効果がうかがえた。Lかし浸潰液が強いアルカ

リ性になってからはPd，ZnおよびCr6＋が若干溶け

出す検体がみられた。

4　固型化前後の重金属類の含有率の変化では，固型

化することにより濃度が減少する傾向がみられた。

5　重金属類の溶出濃度とp王王の関係では，固型化前

の試料ばかりでなくコンクリート固型化物について

も浸潰液のpHの影響が極めて大きいということが

わかった。
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